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1. 研究の背景 

 顎関節関節円板転位や下顎頭吸収に関連す

る噛み合わせの変化（すれ違い咬合や開咬な

ど）は、咀嚼障害や顔貌の変化による審美障

害を引き起こし、患者の QOL を著しく低下

させる。しかし、現時点において顎関節疾患

に起因する顎偏位メカニズムは明らかになっ

ておらず、顎偏位の診断や予防法はいまだ確

立されていない。 

 

2. 研究の目的 

顎関節症症状ならびに咬合不良を主訴とし

て来院した患者 600 名の顎関節 MRI データ

ならびに歯列の光学印象データを、デジタル

技術を活用して解析し、顎関節円板転位なら

びに退行性骨変化に関連する顎偏位メカニズ

ムを解明することである。 

 

3. 研究の方法 

3.1 被検対象者の選定・資料収集 

被検対象者は顎関節疼痛、顎関節雑音、開

口障害のいずれかを主訴に大阪大学歯学部附

属病院口腔補綴科に来院した患者を対象とす

る。 

MRI および歯列の IOS のデータは同日に

取得済みのため、それらのデータを追跡可能

な状態で匿名化し、解析可能な状態へデータ

整理を行う。 

 

3.2 セグメンテーションと特徴量の抽出 

精確度の高い既存手法（TSegNet Zhiming 

Cui et al 2020）を採用し、セグメンテーショ

ンを行い、個々の歯牙のラベリングを行う。 

それらのデータを用いて、過去に報告され

ている咬合関係に関連する臨床パラメータ

（上下正中の偏位、被蓋関係、歯の前後的位

置関係、歯列弓の形態等）が自動で抽出でき

るプログラムを作成する。同様に、顎関節

MRI より下顎頭形態ならびに関節円板の位置

異常が分類できるプログラムを構築する。 

 

3.3 深層学習を用いた解析 

深層学習を利用して歯列・咬合関係のデー

タを解析し、上述で説明した不正咬合に関連

する既存の臨床パラメータでは表現できない

指標を抽出し、不正咬合の新規評価方法の確

立を目指す。 

 

3.4 横断的調査の実施 

統計解析により、不正咬合と顎関節におけ

る解剖的指標の間の関連を調査する。 

 

3.5 縦断的調査の実施 

同一患者の異なる時点における複数回の

顎関節 MRI および歯列の STL データよ

り、顎関節の変化に伴う咬合変化が可視化

可能なプログラムを構築する。 

 

図 1 研究概要イメージ図 

 



 
図 2  IOS データセグメンテーションの例 

 
図 3  MRI データセグメンテーションのイメ

ージ図 

 

4. 研究成果 

継続的に研究協力者の資料採集を行ってい

る。現在約 600 名のデータを有しており、こ

れは当初の予定の 300 名を超えている。デー

タの整理は逐次行なっており、半数以上は解

析可能な状態となっている。 

最も精度の高い既存手法（TSegNet 

Zhiming Cui et al 2020）を採用し、整理した

データを用いて、歯列形態の主観的評価の定

量化を予備実験として行った。この研究は

AUC=0.73 という結果から一定の検出能力を

有することが示された。この結果を、日本補

綴歯科学会と画像認識学会の２つの領域で発

表を行った。 

引き続き研究を行い、今年度に論文として

報告する予定である。 

図 4  歯列形態の主観的評価の定量化におけ

る提案手法 

 

また、より精度の高い結果を得るために、パ

ノラマエックス線写真から異常像の検出を行

うスクリーニングの研究も同時に行なってい

る。 

MRI データに関しては、現状最新の２つの

畳み込みニューラルネットワーク（CNN）を

適用した手法(Mengxun Li et al. 2022)を用いる

予定である。 
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